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22

法
第
七
十
条
の
七
の
六
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
特
例
経
営
承
継
相
続
人
等
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規

定
の
適
用
を
受
け
る
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
税
額
と
調
整
前
株
式
等
猶
予
税
額
（
納
税

猶
予
分
の
相
続
税
額
で
第
十
六
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
計
算
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。）と
の
合
計
額
が
猶

予
可
能
税
額
（
当
該
特
例
経
営
承
継
相
続
人
等
が
同
条
第
一
項
の
規
定
及
び
当
該
各
号
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
を

受
け
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
特
例
経
営
承
継
相
続
人
等
が
納
付
す
べ
き
相
続
税
の
額
を
い
う
。）を

超
え
る
と
き
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
特
例
対
象
非
上
場
株
式
等
に
係
る
納
税
猶
予
分
の
相
続
税
額
は
、
当
該

猶
予
可
能
税
額
に
当
該
調
整
前
株
式
等
猶
予
税
額
が
当
該
合
計
額
に
占
め
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
と
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
計
算
し
た
金
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り

捨
て
る
。

一

法
第
七
十
条
の
六
第
一
項

調
整
前
農
地
等
猶
予
税
額
（
第
四
十
条
の
七
第
十
六
項
に
規
定
す
る
調
整
前
農

地
等
猶
予
税
額
を
い
う
。）

二

法
第
七
十
条
の
六
の
六
第
一
項

調
整
前
山
林
猶
予
税
額
（
第
四
十
条
の
七
第
十
六
項
第
一
号
に
規
定
す
る

調
整
前
山
林
猶
予
税
額
を
い
う
。）

三

法
第
七
十
条
の
七
の
十
二
第
一
項

調
整
前
持
分
猶
予
税
額
（
第
四
十
条
の
七
第
十
六
項
第
四
号
に
規
定
す

る
調
整
前
持
分
猶
予
税
額
を
い
う
。）

23

第
四
十
条
の
八
の
二
第
二
十
一
項
の
規
定
は
、
法
第
七
十
条
の
七
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
特
例
対
象
非
上
場

株
式
等
（
合
併
に
よ
り
当
該
特
例
対
象
非
上
場
株
式
等
に
係
る
特
例
認
定
承
継
会
社
が
消
滅
し
た
場
合
そ
の
他
の

財
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
は
、
当
該
特
例
対
象
非
上
場
株
式
等
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る

も
の
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
例
対
象
非
上
場
株
式
等
」
と
い
う
。）に
係
る
特
例
認
定
承
継
会
社
が
二
以
上

あ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
条
の
八
の
二
第
二
十
一
項
中
「
の
規
定
は
、
同

条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
、「
並
び
に
第
七
十
条
の
七
の
六
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
の
規
定
は
、
法
第
七
十
条
の

七
の
二
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

24

第
四
十
条
の
八
の
二
第
二
十
二
項
及
び
第
二
十
三
項
の
規
定
は
、
法
第
七
十
条
の
七
の
六
第
二
項
第
九
号
ロ
に

規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

25

第
四
十
条
の
八
の
二
第
三
十
項
か
ら
第
三
十
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
七
十
条
の
七
の
六
第
三
項
に
お
い
て

法
第
七
十
条
の
七
の
二
第
三
項
（
第
二
号
を
除
く
。）、
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
条
の
八
の
二
第
三
十
一
項
第
一
号
中
「
経
営
承
継
相
続
人
等
」
と
あ

る
の
は
、「
第
四
十
条
の
八
の
六
第
一
項
第
二
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

26

第
四
十
条
の
八
の
二
第
三
十
九
項
か
ら
第
四
十
一
項
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
七
十
条
の
七
の
六
第
四
項
に
お
い

て
法
第
七
十
条
の
七
の
二
第
六
項
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

13

第
十
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
七
十
条
の
七
第
二
項
第
九
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

期
間
は
、
特
例
認
定
承
継
会
社
の
法
第
七
十
条
の
七
の
六
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
係
る
相
続
の
開
始
の
日
の
属

す
る
事
業
年
度
の
直
前
の
事
業
年
度
の
開
始
の
日
か
ら
当
該
特
例
認
定
承
継
会
社
に
係
る
特
例
経
営
承
継
相
続
人

等
の
猶
予
中
相
続
税
額
に
相
当
す
る
相
続
税
の
全
部
に
つ
き
同
項
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十

条
の
七
の
二
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
法
第
七
十
条
の
七
の
六
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
条
の
七

の
二
第
十
二
項
、
法
第
七
十
条
の
七
の
六
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
条
の
七
の
二
第
十
三
項
又
は
法

第
七
十
条
の
七
の
六
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
条
の
七
の
二
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
る
納
税
の
猶

予
に
係
る
期
限
が
確
定
す
る
日
ま
で
に
終
了
す
る
事
業
年
度
の
末
日
ま
で
の
期
間
と
す
る
。

14

第
四
十
条
の
八
の
二
第
十
一
項
の
規
定
は
、
法
第
七
十
条
の
七
の
六
第
二
項
第
七
号
ロ
及
び
第
十
三
項
各
号
並

び
に
同
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
条
の
七
の
二
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
特
別
の
関
係
が
あ
る
者
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

15

第
四
十
条
の
八
の
二
第
十
二
項
の
規
定
は
、
法
第
七
十
条
の
七
の
六
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め

る
法
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

16

法
第
七
十
条
の
七
の
六
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
特
例
経
営
承
継
相
続
人
等
の
相
続
税
の
額
は
、
同
号
に
規

定
す
る
特
例
対
象
非
上
場
株
式
等
の
価
額
（
相
続
税
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
控
除
す
べ
き
債
務
が
あ
る
場
合

に
お
い
て
、
控
除
未
済
債
務
額
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
特
例
対
象
非
上
場
株
式
等
の
価
額
か
ら
当
該
控
除
未
済
債

務
額
を
控
除
し
た
残
額
。
第
二
号
に
お
い
て
「
特
定
価
額
」
と
い
う
。）を
当
該
特
例
経
営
承
継
相
続
人
等
に
係
る

相
続
税
の
課
税
価
格
と
み
な
し
て
、
相
続
税
法
第
十
三
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
一
条
の
十
五
第
一
項
及

び
第
二
項
並
び
に
第
二
十
一
条
の
十
六
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
を
適
用
し
て
計
算
し
た
当
該
特
例
経
営
承
継

相
続
人
等
の
相
続
税
の
額
（
当
該
特
例
経
営
承
継
相
続
人
等
が
同
法
第
十
九
条
の
二
か
ら
第
二
十
条
の
二
ま
で
、

第
二
十
一
条
の
十
五
又
は
第
二
十
一
条
の
十
六
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
例

経
営
承
継
相
続
人
等
に
係
る
法
第
七
十
条
の
七
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
納
付
す
べ
き
相
続
税
の
額
の
計
算
上
こ

れ
ら
の
規
定
に
よ
り
控
除
さ
れ
た
金
額
の
合
計
額
が
第
一
号
に
掲
げ
る
金
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
を
控
除

し
た
残
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
超
え
る
部
分
の
金
額
を
控
除
し
た
残
額
）
と
す
る
。

一

相
続
税
法
第
十
一
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
一
条
の
十
五
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
二
十
一
条

の
十
六
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
を
適
用
し
て
計
算
し
た
当
該
特
例
経
営
承
継
相
続
人
等
の
相
続
税
の
額

二

特
定
価
額
を
当
該
特
例
経
営
承
継
相
続
人
等
に
係
る
相
続
税
の
課
税
価
格
と
み
な
し
て
、
相
続
税
法
第
十
三

条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
一
条
の
十
五
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
二
十
一
条
の
十
六
第
一
項
及
び

第
二
項
の
規
定
を
適
用
し
て
計
算
し
た
当
該
特
例
経
営
承
継
相
続
人
等
の
相
続
税
の
額

17

前
項
の
「
控
除
未
済
債
務
額
」
と
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
金
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額

（
当
該
金
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。）を
い
う
。

一

相
続
税
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
控
除
す
べ
き
特
例
経
営
承
継
相
続
人
等
の
負
担
に
属
す
る
部
分
の
金
額

二

前
号
の
特
例
経
営
承
継
相
続
人
等
が
法
第
七
十
条
の
七
の
六
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
係
る
相
続
又
は
遺
贈

（
当
該
相
続
又
は
遺
贈
に
係
る
特
例
被
相
続
人
か
ら
の
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
で
相
続
税
法
第
二
十
一
条

の
九
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
に
係
る
贈
与
を
含
む
。）に
よ
り
取
得
し
た
財
産
の
価
額
か
ら
法
第

七
十
条
の
七
の
六
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
特
例
対
象
非
上
場
株
式
等
の
価
額
を
控
除
し
た
残
額

18

法
第
七
十
条
の
七
の
六
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
納
税
猶
予
分
の
相
続
税
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
納

税
猶
予
分
の
相
続
税
額
」
と
い
う
。）に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
、
又
は
そ
の
全
額
が
百
円
未
満
で
あ
る
と

き
は
、
そ
の
端
数
金
額
又
は
そ
の
全
額
を
切
り
捨
て
る
。

19

法
第
七
十
条
の
七
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
特
例
対
象
非
上
場
株
式
等
に
係
る
特
例
認
定
承
継
会
社
が
二
以
上

あ
る
場
合
に
お
け
る
納
税
猶
予
分
の
相
続
税
額
の
計
算
に
お
い
て
は
、
当
該
特
例
対
象
非
上
場
株
式
等
に
係
る
特

例
経
営
承
継
相
続
人
等
が
特
例
被
相
続
人
か
ら
同
項
の
規
定
の
適
用
に
係
る
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
を
し
た

全
て
の
特
例
認
定
承
継
会
社
の
同
条
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
特
例
対
象
非
上
場
株
式
等
の
価
額
の
合
計
額

（
相
続
税
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
控
除
す
べ
き
債
務
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
第
十
七
項
に
規
定
す
る
控
除

未
済
債
務
額
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
特
例
対
象
非
上
場
株
式
等
の
価
額
の
合
計
額
か
ら
当
該
控
除
未
済
債
務
額
を

控
除
し
た
残
額
）
を
当
該
特
例
経
営
承
継
相
続
人
等
に
係
る
相
続
税
の
課
税
価
格
と
み
な
す
。

20

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
法
第
七
十
条
の
七
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
特
例
対
象
非
上
場
株
式
等
に
係
る
特
例

認
定
承
継
会
社
の
異
な
る
も
の
ご
と
の
納
税
猶
予
分
の
相
続
税
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
金
額
に
第
二
号
に
掲
げ

る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
計
算
し
た
金
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が

あ
る
と
き
、
又
は
そ
の
全
額
が
百
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
又
は
そ
の
全
額
を
切
り
捨
て
る
。

一

前
項
の
規
定
を
適
用
し
て
計
算
し
た
納
税
猶
予
分
の
相
続
税
額

二

法
第
七
十
条
の
七
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
特
例
対
象
非
上
場
株
式
等
に
係
る
特
例
認
定
承
継
会
社
の
異
な

る
も
の
ご
と
の
同
条
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
特
例
対
象
非
上
場
株
式
等
の
価
額
が
同
条
第
一
項
の
規
定
の

適
用
に
係
る
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
を
し
た
全
て
の
当
該
特
例
対
象
非
上
場
株
式
等
の
価
額
の
合
計
額
に

占
め
る
割
合

21

納
税
猶
予
分
の
相
続
税
額
を
計
算
す
る
場
合
に
お
い
て
、
法
第
七
十
条
の
七
の
六
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受

け
る
特
例
経
営
承
継
相
続
人
等
に
係
る
特
例
被
相
続
人
か
ら
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
財
産
の
取
得
を
し
た
者
の
う

ち
に
法
第
七
十
条
の
六
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
が
あ
る
と
き
に
お
け
る
当
該
財
産
の
取
得
を
し
た
全

て
の
者
に
係
る
相
続
税
の
課
税
価
格
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
相
続
税
の
課
税
価
格

と
す
る
。

27

法
第
七
十
条
の
七
の
六
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
届
出
書
に
は
、
引
き
続
い
て
同
条
第
一
項
の
規
定
の

適
用
を
受
け
た
い
旨
及
び
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
か
つ
、
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

特
例
経
営
承
継
相
続
人
等
の
氏
名
及
び
住
所

二

特
例
被
相
続
人
か
ら
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
特
例
対
象
非
上
場
株
式
等
の
取
得
を
し
た
年
月
日


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